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研究成果の概要（和文）：現代ロシア文化の自己表象に関連して重要な四つの分野、（1）ロシア・

ナショナリズム、（2）大衆文化、（3）正教思想、（4）文学の社会的機能、を中心に、定期的な

研究および国内外での成果発表を行った。 より具体的な分析例としては、現代ロシアにおける

文化学の役割、アニメ映画、聖者伝の現代的意義などが挙げられる。これらの分析を通じて現

代ロシア文化の自己表象の多様性と類型性をある程度明らかにすることができたと考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）：In terms of the self-representations of the contemporary Russian 

culture the project has had its main concerns to the following four areas: (1) Russian 

nationalism, (2) the mass culture, (3) the Orthodox thoughts, (4) the social functions of 

literature. The project held the periodical seminars specialized in those topics and made 

several important domestic and international publications. As far as the concrete topics of 

research are concerned, the project chose the following topics: the role of culturology in 

Russia, the animation films, the contemporary image of the Orthodox saints and so on. It is 

considered that the project has made an analysis of the diversity and the main typology of 

the self-representations of the contemporary Russia.  
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１． 研究開始当初の背景 

近年、経済的発展を軸にロシア社会は活気
と自信を取り戻している。そのことは文化状
況にも大きな影響を与えており、「ロシアの
独自性」をめぐる議論はふたたび活発になっ
ている。ただし純粋に学術的な手法を取って
いるように見える場合でも、一定の政治的バ
イアス、思想的立場が規定的であることがし
ばしばで、そのためかえって社会的な影響力
も強い。こうした「ロシアの独自性」に対す

る強い関心はそれ自体フォローすべき社
会・文化現象であると同時に、アカデミック
な知見に基づいた文化史・思想史的な位置づ
けを必要としていた。 

 

２． 研究の目的 

 本研究では、以上の背景を踏まえ、「ロシ
ア的主体への欲望」の現代的現れ方、なら
びにその文化史・思想史的系譜の相関関係
を明らかにすることを目的とした。 
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３．研究の方法 

 この研究では、従来、独立別個に進めら
れることの多かった「現代文化の調査」と
「文化史研究」を「問題視点の規定」と「歴
史的事例による根拠づけ」という批判的方
法によって相関させることで、現代文化調
査の方法的・理論的洗練とともに、文化史
研究の諸問題の現代性を際立たせることが
可能となった。 
 
４．研究成果 
 本研究で注目した主に四つの分野、（1）ロ
シア・ナショナリズム、（2）大衆文化、（3）
正教思想、（4）文学の社会的機能、を中心と
して、研究および成果発表を行うことができ
た。論文発表については、次項に書誌情報を
挙げることとして、本項ではそれ以外の研究
成果について詳述する。 
（1）2008 年度については以下の通りであ
る：まず、公開型の研究会を三回開いた。
「ロシア的主体の系譜」という全体テー
マの共有、各研究分野の開拓に益すると
ころが大であった。  

・第一回 9 月 13 日（土）午後 2 時半―6 時
半、於埼玉大学東京ステーションカレッジ、
報告者及び報告題目：梅津紀雄「ロシア国歌
史～歴史的変遷とその表象するもの」；越野
剛「ナロードと戦争：スサーニンの形象につ
いて」；野中進「研究プロジェクト「ロシア
的主体の系譜 現代ロシア文化の自己表象
とその文化史・思想史的相関」について」 

・第二回 12 月 27 日（土）午後 2 時半―6
時半、於東京大学（本郷）、報告者及び報告
題目：渡辺圭「現代ロシアに生きる正教会の
聖人：列聖制度と不朽体をめぐる奇蹟」；岩
本和久氏 「フロイトとロシア」；野中進「ロ
シア文化論はどのようにして可能か」 
・第三回 3月 14日（土）午後 2時半―6時
半、於東京大学（本郷）、報告者及び報告題
目：中村唯史「ペテルブルグのトポロジーと
ロシア的主体：試論」；秋草俊一郎「21 世紀
のロシア系移民作家と「ロシア性」につい
て」；野中進「クリトゥロローギア（文化学）
について」。 
また、これ以外には、野中（研究代表者）

が十月にロシアのユーリエフ・ポーリスキー
で開催された国際会議「マリギナリア 2008：
文化の周縁とテクストの境界」で報告を行な
い、メディアとジェンダー、国民意識の関係
について 20 世紀初頭のロシアの思想家・評
論家ローザノフを題材に論じた。研究分担者
の貝澤哉は単著『引き裂かれた祝祭』（論創
社）を出版した。この十年間、日本のロシア
文学研究をリードしてきた著者による初の
単著として各方面から注目されている。同じ
く研究分担者の中村唯史は、ロシア文学にお

ける他者表象の問題に関連して、コーカサ
ス・モチーフについて論じてきたが、その研
究成果を他分野や広く読者界に問う「特権的
トポスのはじまり：コーカサス表象の原型と
「他者の声」について」を発表した。 
（2）2009 年度については以下のとおりであ
る：前年度に引き続き、定期的な研究会の開
催および国内外の学術会議での成果報告に
努めた。研究会（10 月 31 日、12 月 26 日）
では、野中進（代表者）、井上徹（協力者）、
長谷川章（連携）、ヴァレリー・グレチュコ
（協力者）らが報告を行い、活発な討論を行
った。また、基盤研究 A「ヴォルガ文化圏と
その表象をめぐる総合的研究」（代表者：望
月哲夫・北海道大学・スラブ研究センター・
教授）と合同で、ロシア文化研究合同研修『ヴ
ォルガ／ロシア』（2010年 2月 20－22日）を
開き、地域間・世代間の研究者交流をはかっ
た。これらの研究会を通じて、本項の最初に
述べた四つの領域の研究に関して着実な前
進を示した。 
 また、国際会議での成果報告も順調であっ
た。9月 21－23日にモスクワの科学アカデミ
ー世界文学研究所で開かれた第七回国債プ
ラトーノフ会議で、野中進（代表者）はソ連
時代の作家アンドレイ・プラトーノフについ
て報告を行い、ロシアとそれ以外の国々の研
究者と研究交流を行った。これは本プロジェ
クトの第 4の領域「文学の社会的機能」に関
わるものである。2010 年 3 月 4－5 日には、
ソウルで第二回東アジア・スラヴィスト会議
が開かれた。そこでは野中進（代表者）と中
村唯史（分担者）がそれぞれ報告を行い、韓
国、中国、ロシアなどの研究者との研究交流
を行った。 

（3）2010年度については以下のとおりである

：今年度は本研究プロジェクトの最終年度

であるため、本研究の総括と成果報告のため

の作業を中心とした。まず、７月にストック

ホルムで開かれた第8回ICCEES世界大会で

のセッション「ロシアの記号論的伝統：東と

西からの視点（Semiotic Tradition in Russia: 

Perspectives from East and West）を組織・

開催した。野中進（研究代表者）はセッショ

ンの司会とコメンテータをつとめ、貝澤哉（

研究分担者）と中村唯史（研究分担者）は報

告を行った。また、本研究のアウトリーチ（

社会還元的発信）活動として、野中進が編者

の一人となって『現代ロシア文化論集（仮題

）』の執筆・編集作業を行った。２０１１年中

に東洋書店から出版の予定である。 
（4）以上のように、三年間を通じて計画的
かつ積極的な研究を進め、それにふさわしい
成果を挙げられたと考えられる。 
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